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日
本
の
国
立
大

学
は
今
年

p－
四
月
か
ら
独立
行政
法

人
に

軍一
受付

し
た

。一
方 、
地
方
公

E一
共団
体
が
支
え

る
全

国
初の

翠一
公
立
大

学
法

人
と
し
て
国
際

＠一
教控
大

学（
秩
田
県
河
辺
郡

一
雄
和
町）

が
新
設

さ
れ
た

。

一
世
界
中
か
ら
教
職
員

を
公
募

一
す
る
な
ど
新
し
い
誌
み

が
話

一
題
を
呼
び

、
初
年
度入
試
後

一
期

日
程

の
倍
率

は
四

十
五
倍

一
に
も達
し
た

。
国
際

教整
大

。一
学
の
特
色

と
今
後

の展
開

に

僻一
つ
い
て
学
長

の
中
嶋
嶺
雄
氏

側一
に
聞

い
た

。（
文

中
敬
称
略）

剛一

ー公
立
大

学
の
独立
行
政

的
ては
人
に
は
ど
の
よ
是
特
徴

〈
が
あ
る
の
で
す
か

。

中
嶋
「
地
方

の
時
代」

の
今
、
公
立
大

学
は
地
方
自

治
体

と
連
携

し
て
小
回

り
が

き
き
、地
域

の
要
望

に
応
え

て
い
く
責
任が

あ
り
ま
す

。

と
同

時
に、
私

ど
も
の
大

学

は、
県
内

の
地
域
貢
献

だ
け

教育新際き主主
”回B 21豆

（
右
下
よ
り）
めの

学
術

英

語
の
ス
キル

を
学
び

ま
す

。

英
語
の
力

は
国
語
力

も
反
映

し
ま
ず
か
ら
日
本
語
表
現ス

キル
を一
年

生
か
ら
必
修

と

し
ま
す

。
第二

に、
全

学
生
に
留
学

日
経
験
さ

せ
ま
す

。当
面

は

月一
中
国
か
ア
メ
リ

カ
で
す

。
学

川一
生
は
、
留
学
の
た
めの
授
業

年一
料

は
必
要

あ
り
ま
せ

ん。
ま

M一
た

、
私
自

身
が
ア

ジア
太
平

日一
洋
交流
機
構（
U
M
A
P）

（一
の
国
際
事
務
総
長

を
務
めて

作一
い
ま
す
の
で、
UM
A
P

が

l一
開

発
し
た
単
位
補
完シ
ス
テ

峨一
ム

を
用い

て
、

自
動的

に
単

一
位が
補
完

で
き
た

り
、
ア
〆

一
リ

カ
や
中
国
の
大

学
の
カ

リ

一
キュ
ラム

を
日
本
で
も
作
成

一
し
た

り
と、
柔
軟

な対
応

を

一
し
ま
す。

一
第
三
に
、本
去

の
場
所
が

一
ら
全
員
個
室

の
寮

に
入
り
ま

一
す

。
ま
た 、

い
つ
で
も
学
習

一
の
場
を
提
供

す
る
た
めに
図

一
位
館

は二
十
四

時
間
開
館し

一
ま
すl

一
ー

臼本

語教育の
関
連
銀

一
程
は
ど

の
よ

う
に
なっ
て
い

で
な
く

、
国
際
貢
献

を
視
野

に
置き、

日本
全
体

の
国
際

化
の
拠
点

と
な
るこ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す

。

一
学
年

の
定
員

は
百人

と

し
、

徹
底
し
た
少
数精
鋭

の

教育
支
付い

ま
す

。
い
わ
ば

松
下
村
塾

の
現
代
版

と
し

て、
新
し
い
時
代

を
担

う
に

ふさ
わし

い
人
材

を
盤
成

し
は
、
教
員人
事

の
買
任

は
教

授会
で
な
く
大

学
経
営
会
議

に
あ
り
ま
す。こ
れ
ま
で
は、

公立
大

学
の
教
職
員

は
地
方

公
務
員で

し
た
か
ら

、
公
務

員
法

に基
づ

い
て
外

国人
が

大
学
の

トッ
プ
庖

に立
つこ

と
は
で
き
ま
せ
んで
し
た

。

し
か
し

、
独立
行
政
法

人
の

教
職
員

は
公
務
員で

は
あ
り

中
嶋
知

の
世
界
は
国

籍
、人
種、
民
族

、
男
女、

年
齢

の差
が
あっ
て
は
な
り

ま
せ
ん。国
際

教養
大

学
は

そ
うい
う理
念

に基
づ

い
て

全
世
界
か
ら
教
職
員を
公
募

し
ま
し
た

。
そ
の
結
果 、

教

員
の
選
按
倍
率

は
約三
十八

倍
、
職
員

は
九

十
五
倍
に
な

り
ま
し
た

。
英
検
準一
級
以

上
と
い
う
条
件

で、
勤
務
先

が
地
方

で
もこ
れ
だ
け

の
倍

率
に
な
る
と
い
うこ
と
は
、

も
は
や
距
離

の
壁

が
な
く

な

っ
て
い
る
わ

け
で
す

。
本
学

国

際

貢

献

を

視

野

に

地

方

自

治

体

と

連

携

て
い
き
た

い
と
考え

て
い
ま

す
。

大
学
の
立
地

す
る雄
和

町
は
豊
か
な
自
然

に
固

ま

れ
、

地
方

の
文
他

に
直
接
ふ

れ
ら
れ
る
とこ
ろで

す
。こ

う
い
う
環
境こ

そ
、

新
し
い

教
育
乏
行

う
上

で
大
事

だ
と

思っ
て
い
ま
す

。

ま
た

、国
際

教
護
大

学
で

ま
す
か

。
中

嶋
本
学
は

、
英
語
教

育
の
拠
点

で
あ
る
と
同

時

に、
わ

が
国
に
お

け
る
日
本

語
教
育

の
拠
点

に
し
よ

う
と

考
え

て
い
ま
す

。
将
来
的

に

は
専
門
職
大

学
院

を
立
矢
玉

げ
る
予
定

で
す

。

現
在

、
日
本
語
教
師

は
留

学
生
セ
ン
タ
ー

に
置
か
れ
た

り
、
各
大

学
に
お

い
て
中
途

半
端

な
位
置
づ

け
に
なっ
て

い
ま
す

。
日
本
語教師
自

身

が
社
会
的

ニ
ー

ズ
に
応
じ

て

十
分
認
知

さ
れ
る
必
要
が
あ

る
し、
そ
の
た
めに

は
日本

の
国
際
的

な
プレ
ゼ

ンス
の

増
大

も
必
要

で
す

。
専
門
職

大
学
院

で
日
本
語
教
育の

人

材
を
聾
成

し
て

、
日
本
国
内

の
み

な
ら
ず

世
界
で
活
躍

し

て
も
ら
う。
そ
れ
に
は
や

は

り
、

言
語
学
の
基
礎
や
日本

学
を
しっ
か
り
身
に
つ
け

て

ほ
し
い
で
す
ね

。
教護
教
育

後
の
学
部
専
門

教
育

で
は
グ

ロ
ーバ

ル・
ビ

ジ
ネス

と
グ

ロ
ーバ

ル・
ス
タ
ディ
ス

に

分
か
れ
ま
す

。
後
者

に
は
北

米
研
究・
中
国
研
究・

日
本

ま
せ
んの
で

、
グ
レ
ゴ
リl－

は
軟
田
空
港
に
も
近
く、
先

・
ク
ラ

l
クさ

ん（
多摩
大
ほ

ど
も

、
ふ

れ
ま
し
た
よ
う

学
名
答

学
長・
名
答

教
授）

にロ
ケ
ー

ショ
ン
は
披
群

で

が
副

学
長

に
な
り
ま
し
た

す
。

ニュ
lハ
ン
プシャ
l

し
、

その
ほ

か
の
大

学
幹
部

の
よ
うな
環
境

だ
と
もい
わ

に
外
国

人
が
就
くこ

と
もで
れ
て
い
ま
す

。
森が

あ
り

、

き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た

。
原
野

が
あ
り

、ス
ポ
ー

ツ施

l
世
界
中
か
ら
教
職
員を
設
が
あ
り

、
そ
う
い
う
な
か

募
集
し
た
そ
う
で
す
ね。

で
新
し
い

「
大

学
町」

を
創

嶺雄氏

長特大養慨
は
島

国
山
中

市
omm

は
）
はル

教対
学
湾

む

本
授
日
在
P
ラ
オ
員ソ一
台

ぱ

松
教
o
現A
卜

フ
客
中

リ・
勧

県
学
長
。Mス
リ

の
「

ト国
日

野
大学
長
U一

カ
院」

ン
中
口

長
語
大
会

（
オ、

学
論
サ 「
年

、国
語
副
構
。院
大国

（」
日

年
外

国
会
機
務

学
校
中
」
論
成

拘
束
外
協
流
兼
治ゴ
代
烈
係
平

日
東
京

学交を
政エ
現
烈
関
c

。、
東
大

学
ど

リイ
「

京
際
数

者
年

、立
大

なパ
デ

は
北

国
多

学
打
年

国
洋
長
、ン
哲 「

「
ど

会
日
目
、平
総

学
サ
著
」
〉

な

社
。初
年
太
務
大

学
。代
賞」

際
れ～
旧
ア
事立
大
任
現
受
港
。

固
ま
目
別

ジ
際

国
ア
歴

と
民
香
質

生
日～
ア

国
アニ
授立
芸・
受

の と語 視るす究研留中にがlしょがは究学嶋な同留てう 、留が生 り時学い、日学あ
はそまに生ま日本生η

c;／：，＇.：＞、うす習はず本人をま
.'·6�7A＂ジ；日で か 得 英 。語も対すふい；：＇｛�＇：；！： 本す 。で語 教 履象 oJ入 訟母 語 。 きと 育 修に日は日 る日 をでし本で本 こ本 重きま研

行は があ 三 り しは 選議選鐘謹聴藩離弾静治機議議欝努 も語シせそなけさと本げだもーる十りて世 学生と談笑する外国人教授 はの ヨんういはれ 英 学
るれうっと倍"=1い界 や英ンかい 、でて語にわで ー あい 、 D まのう 喧 かてのいか りジセ語のらう英きいが入げもつりう 四 P す工聞 の 中 。ど日 のらlまとカで ツ 。時語るま身学

誌：弓時三？？官室豪語ド！；�i��i議�H�ノ4 径 の な 格 す人て 。差の えに 、生の なン語 共ニあな教本と臼い 国 中 間 差る当発中と日 でつ昨は中 く ゲは遇ケりい整語期本のへ国 題 示 とた展国い中 すい今多国 な｜ 、言lま 、 がだ待語

き
る
が
英
語
が
で
き
な
い

、

と
い
う特
徴

が
あ
り
ま
す

。

し
か
し
、
そ
れ
で
は
卒
業

生

本
人
の
国
際
貢
献

の
場面

が

限
定

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す

。

で
す
か
ら

、
日
本
語
が
で
き

るこ
と
イコ
ー

ル
英
語
が
で

き
る
よ

う
に
し
た

い
の
で

す
。ロ

シ
ア

、
中
国
か
ら

は

っ
ていっ
て、
ひ

と
つ
の
異

文
化
空

間を生
み
出

し
て
い

き
た

い
と
思っ

て
い
ま
す

。

ア
〆
リ

カ
や
オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
に
は
、都
市
か
ら
離

れ
た

とこ
ろに
キャ

ンパ
ス

が
あ

り
ま
す
け
ど

、
日本
に
もそ

う
い
う文
化を

つ
くっ

て
い

こ
う
と
考
え

て
い
ま
す

。

ー
少
数
精鋭

と
の

こ
と
で

す
が

、
具体
的

に
は
ど
の
よ

う
な
教
育

を
行

う
の
で
す

4M
。

中嶋
第一

に
、
すべ
て

の
授
業

を
英
語
で
行

い
ま

す
。

授業
だ
け

で
な
く

、
学

生・
職
員

の
会
議

も
含
めて

すべ
て
英
語
で
す。
つ
ま
り、

本
学
の
キャ

ンパ
ス

に
入る

と
異文
伯空
間に

な
り
、
外

国へ
行
か
な
く

て
も
異
文
化

交流
が
で
き
る

。
英語で

の

真のコ
ミュ

ニ
ケ
ー

ショ
ン

力
、
単

に
口
先

だ
け

で
な
く

中
身
の
伴

う
英
語
力

の
習得

に
努
め

ま
す

。
入
学
後

は

E
A
P（関口問ご
与目。円
〉口出

島市En
EH宮師四回一

英
語
集

中
課
程）

で、英
語
で
の
翠宋

に
つ
い
て
い

くた（
左
よへ）

で
、

留
学
は
魅
力的

な
外

国

へ
の
窓
口

で
す

。
対
し
て
日

本
の
大

学
側

も
少
子
化の
た

め留
学
生
を安
易に
受
け
入

れ
て
定
員を
埋
めよ

う
と
す

るた
め、

つ
い
つ
い
就学目

的
を
た

が－

えて長
日
す
る
人

も
い
ま
す

。
し
か
し
、一
生

懸
命
勉
強し

て
い
る
中
国人

留
学
生
も
た

く
さ
ん
い
ま

す
。

し
か
し

、
何
か
事
件が

あ
る
と
、
そ
う
い
う目
で
見

ら
れ
て
し
ま
うこ
と
も
問題

です。中
国
側

に
も
課題

が
あ
り

ま
す

。
そ
れ
は、

「
日本
留

学
試
験」
を
中
国
現地

で
行

わ
な
いこ
と
で

す
。

日本
語

は
日本
に
来

て
か
ら勉
強す

れ
ば

い
い

。
「

日
本
留
学
試

験」
は
日本
語
が
事
前
に
で

き
な
く

て
も
い
い

、
と
い
う

もの
で
す

。国
を出る
前
に

日本
の
どこ
の
大

学
に
入

学

す
る
の
か
わ
か
ら
ず

に
日本

へ
来

るこ
と
が当
然

に
なっ

てい
る。

そ
う
いっ
た
現状
を
改
善

す
るた
めに

日
中
は
協
力

す

べ
き
で
す

。
現在

の
対
症
療

法
で
は
、
根本

は
よ
く

な
ら

な
い
と
思

い
ま
す。

能
力

の
あ
る
学
生
は
日本

の
大

学
に
入

学
し

て
か
ら
朝

か
ら
晩

ま
で
日
本
語
を勉
強

す
れ
ば

い
い
の
で
す

。
そ
の

時
、

誰
が
日本
語
手薮
え

る

の
か

。ま
さ
に
日本
語
の
先

生
で
す

。
し
か
し
、
日
本
語

教
師

の畳
も処
遇
も足
り
な

い
。

日本
語
教
師

の
整
成

は

大
い
に
必
要

に
な
り
ま
す

。

（
安
西）
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